
令和６年度 末広小学校 学校評価結果 

 保護者の皆様方のアンケート調査結果や児童のアンケート調査結果等を受け、令和６年度の教育活動の

成果と課題、来年度に向けて重点的に取り組んでいく対応策を以下のように示させていただきます。 

◎教育活動 成果と課題  

１ 確かな学力の育成 

【成果】 

・発問・支持を工夫することで、子どもの考えを引き出すことが実感できている。しかし、より深い学びに

つながる発問・指示をこれからも考えていく必要を感じた。 

・学年で研究授業に取り組み、相互参観授業をしながら、教員の授業力向上を図ることができた。 

・本校の現職教育課題達成のために、外部講師を年間５回招いて算数の研修会や授業研究を行い、学習指導

の力量向上につながった。 

・基礎的・基本的な知識・技能の定着をめざし、学びタイムや面談の時間を利用し、計算練習や漢字スキル

学習・タイピングの充実に取り組むことができた。 

【課題】 

・授業準備、机上の整とん、下敷きの使用、発表、姿勢、チャイム席など、学習のルール・マナー（学びのル

ール 5か条）は継続した指導が引き続き必要である。 

・話し合い活動を効果的に取り入れていきたい。 

・ＩＣＴ機器・学習用ＰＣ・デジタル教科書をより活用していきたい。 

２ 豊かな心の育成 

【成果】 

・人権集会や 1年生での人権教室、いじめ防止教室、を実施するなど、道徳教育、人権教育の充実に努めた。 

・いじめ・不登校の未然防止への取り組みや、いじめ・不登校・問題行動に対して、全職員で共通理解をは

かり、適切な対応を心がけた。 

【課題】 

・社会生活のマナーなど、基本的な生活習慣の確立について、引き続き指導が必要である。 

・読書が好きな児童の割合が昨年度に比べ低くなっている。読書週間以外での図書館利用の呼びかけや授業

での積極的な利用を今後も心がける。 

・面談週間だけでなく日ごろからの声かけや、Ｑ－Ｕ検査の結果を生かしながら、見守り体制を築いていく

ことが課題である。 

・情報モラルについて、引き続き家庭への啓発と PTA・学校運営協議会との連携を図り、その充実に努めて

いく必要がある。 

３ 健やかな体の育成 

【成果】 

・体育の授業を中心に、体力つくり運動を進めた。 

・縄跳び週間を設定し、中間放課に「リズム縄跳び」を実施し、体力の向上に努めた。 

・保健指導の中で KYTを行い、けがの発生について、未然防止に努めた。事故の防止について、今後引き続

き指導が必要である。 

【課題】 

・体力の向上に関わる指導は、引き続き必要である。 

・体力向上のためにも、運動週間の設定や外遊びを進めていく。 

 

 



４ 信頼される学校づくり 

【成果】 

・必要な情報や学校の様子を伝えている。学校ウェブサイトやメールを活用し、学校生活の様子や必要な情

報などを、発信した。 

・学校は子どもたちを理解しているという保護者の意見の割合は継続して高い。 

【課題】 

・「教育職員の業務量の適切な管理等に関する方針」に基づき、引き続き、多忙化解消に係る業務改善に努め、

ワークライフバランスを図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎来年度に向けての対応策                                

１ 確かな学力の育成 

（１）授業力の向上・学力の向上 

・「わかる・できる・身につく・活用できる」喜びのある授業を目指す。発問や指示を工夫し、子どもの考え

を引き出し、全体に広げたり、深めたりできる授業を推進する。 

・読み取る力の向上、漢字・計算スキル学習の充実、家庭学習の習慣化に努める。 

・学習のルール（学びのルール５カ条）、マナーの全校での共通理解を図り、指導を引き続き徹底する。 

・一人一人に応じた適切な支援と指導の充実を図る。 

（２）情報教育の充実 

・タブレット・通信端末の低学年からの積極的な活用を図り、系統的・継続的な実践による情報活用能力の

育成とともに、情報モラル教育の充実を図る。 

 

２ 豊かな心の育成 

（１）道徳教育・人権・福祉教育の充実 

・道徳、人権集会、人権教室、福祉実践教室などを通して、互いに認め合い尊重しあう気持ちを育てる。 

・情報モラル教室を学校公開に合わせて行うことで、家庭での啓発に努める。 

（２）生徒指導の充実 

・職員から進んであいさつしたり、あいさつ運動を展開したりするなど、日常のあいさつ習慣を身に着けさ

せ、自分から進んであいさつできる児童を育てる。 

・廊下・階段歩行、時間、清掃、係活動、当番活動など、基本的な生活習慣の確立に努める。 

・Ｑ―Ｕ検査の結果やアンケートを生かすなど、児童理解と人間関係の把握に努め、情報の共有化と全校体

制での指導を強化・徹底し、いじめ・不登校等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。 

（３）体験活動・読書活動の充実 

・芸術鑑賞会など感動を味わえる直接的な体験活動の充実を図る。 

・多様な読書活動を行い、意欲化を図る。 

 

３ 健やかな体の育成 

（１）体力の向上 

・体育の授業を通して、体力の向上を図るとともに、外遊び等を進める。 

（２）健康教育、安全教育の充実 

・保健指導を充実し、自分の健康に関心を持たせ、望ましい生活習慣を育む。 

・危険予知トレーニング（ＫＹＴ）、月ごとの避難訓練や交通安全指導に努め、安全意識を高める。 

 

４ 信頼される学校づくり 

・学習の足跡の掲示や黒板のメッセージなど、温かく潤いのある環境づくりに努める。 

・創意工夫を生かした教育活動を進め、「すてきな えがおを 広げよう」の合言葉のもと、末広っ子として

の誇りを育む。 

・日課の変更等の業務改善と心の働き方改革に努め、教職員のワークライフバランスを図る。 


